
日
中
近
代
文
学
交
流
史
の
中
に
お
け
る
回
漢

i
i
毘
漢
と
同
時
代
日
本
人
作
家
の
往
来

一
九
二

0
年
代
の
日
中
近
代
文
学
交
流
史
を
考
え
て
み
る
持
、
今

後
部
漢
の
名
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
国
近
代
劇

運
動
の
始
祖
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
田
漢
は
、
こ
れ
ま
で
も
演
劇

入
、
映
画
人
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
彼
は
日
中
近
代
文

学
交
流
の
中
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
国
漢
は
、
中
簡
を
訪
れ
た
同
時
代
日
本
人
作
家
と
交
流
し
た
、

最
初
の
「
新
文
学
」
者
で
あ
る
。
そ
の
「
原
点
」
は
出
漢
の
百
本
留

学
時
代
に
求
め
ら
れ
る
。
田
漢
は
ま
た
内
山
審
広
が
日
中
近
代
文
学

交
流
の
「
窓
口
」
と
な
っ
た
後
も
常
に
そ
の
交
流
の
前
面
に
立
っ
て

い
た
。
そ
れ
だ
け
に
出
漢
の
交
友
の
広
さ
は
自
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
は
二
十
七
年
六
月
間
漢
が
蒋
び
来
日
し
た
時
の
足
取
り
か

ら
う
か
が
え
よ
う
。
小
論
は
そ
う
し
た
出
漢
と
同
時
代
日
本
人
作
家

の
往
来
を
跡
付
け
、
そ
れ
が
持
つ
意
味
、

5
中
近
代
文
学
交
流
史
の

中
に
お
け
る
国
漢
の
位
置
な
ど
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

〈

1
)

あ
る
。

谷

げ
れ
U
F

白
h
円

(

一

)

田
漢
と
佐
藤
春
夫
の
関
係
か
ら
は
じ
め
た
い
。
田
漢
と
佐
藤
春
夫

の
住
来
は
田
漢
が
一
九
一
二
年
十
月
十
六
日
佐
藤
春
夫
の
家
を
訪
ね

た
こ
と
で
は
じ
ま
っ
た
。
こ
の
日
の
こ
と
は
回
漢
の
臼
記
『
蓄
積
之

路
』
ハ
泰
東
図
書
局
二
十
二
年
五
月
)
十
月
十
六
日
の
項
に
詳
し
い
。

田
漢
と
佐
藤
春
夫
の
関
係
は
、
そ
の
後
の
郁
達
夫
と
佐
藤
春
夫
の
往

来
、
佐
藤
春
夫
と
中
国
と
の
関
係
全
体
の
点
か
ら
も
注
目
す
べ
き
事

柄
で
私
列
。
だ
が
と
り
わ
け
二
人
の
関
係
は
、
そ
の
後
中
国
を
訪
れ

た
同
時
代
日
本
人
作
家
が
は
じ
め
て
中
国
の
「
新
文
学
者
」
と
接
触

を
持
つ
「
原
点
」
と
な
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
見
産

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
欝
薮
之
銘
』
に
よ
る
と
田
漢
は
こ
の
白
昼
食
を
取
っ
た
後
、
東
京

高
等
師
範
学
校
の
学
生
搬
を
着
て
上
白
黒
の
佐
藤
春
夫
の
家
を
訪
ね

た
。
日
記
に
は
、
三
持
部
の
学
生
か
」
「
何
を
勉
強
し
て
い
る
の
か
」
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と
開
い
て
く
る
佐
藤
に
腹
を
立
て
、
弟
子
入
り
し
に
き
た
の
で
も
な

レ
し
、
自
分
を
「
普
通
の
中
間
入
学
生
」
「
文
学
青
年
」
と
し
て
扱

う
べ
き
で
な
い
、
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
日
記
か
ら
は
、
佐
藤
と
自
分

と
を
対
等
に
見
な
そ
う
と
す
る
出
漢
の
気
概
な
ど
が
感
ら
れ
て
お
も

し
ろ
い
の
だ
が
、
そ
う
し
た
こ
と
は
い
ま
は
措
く
。
性
藤
は
、
十
月

に
新
潮
社
か
ら
出
た
ば
か
り
の
短
縮
小
説
集
句
幻
燈
』
を
披
露
す
る
。

そ
こ
に
〈
改
造
v

一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
賞
五
娘
」
が
入
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
出
撲
と
佐
藤
と
間
で
話
が
弾
む
よ
う
に
な
っ
た
。
田

漢
は
こ
の
日
佐
藤
か
ら
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
に
夕
食
を
馳
走
に
な
り

月
が
絞
々
と
照
る
墳
に
な
っ
て
か
ら
帰
る
。
日
漢
に
と
っ
て
佐
藤
と

の
出
会
い
が
満
足
の
い
く
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

問
漢
は
日
記
に
「
今
日
の
談
話
は
近
現
数
少
な
い
翰
快
な
談
話
だ
っ

た
し
、
住
藤
君
の
印
象
も
近
来
に
な
い
満
足
な
印
象
で
あ
っ
た
い
と

記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
日
の
出
漢
と
佐
藤
春
夫
の
会
話
で
注
目
す
べ
き

は
、
佐
藤
が
夕
食
後
に
「
来
年
の
春
に
上
海
に
行
き
、
一
年
住
む
つ

も
り
だ
」
と
話
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
佐
藤
の
単
な
る

「
挨
拶
」
で
は
な
か
っ
た
。
牛
山
百
合
子
編
「
佐
藤
春
夫

ι部
」
に

よ
る
と
、
佐
藤
は
翌
二
十
二
年
十
二
月
室
生
犀
星
の
『
忘
春
詩
集
』

の
序
文
を
書
い
た
後
、
「
約
半
年
間
の
中
間
旅
行
に
出
立
の
予
定
で
、

暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
神
戸
に
滞
在
」
し
た
。
そ
の
時
佐
藤
の
脳

薬
に
は
九
月
に
帰
国
し
た
田
漢
、
七
月
に
帰
国
し
た
郁
達
夫
の
顔
な

ど
が
浮
か
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
の
時
、
佐
藤
の
弟
秋
雄
が

入
院
し
、
佐
藤
は
東
京
に
一
反
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
佐
藤
が
も
し

こ
の
時
訪
中
し
て
い
れ
ば
、
彼
が
中
閣
を
訪
れ
た
同
時
代
日
本
人
作

家
と
し
て
、
中
閣
の
新
文
学
者
と
交
流
し
た
最
初
の
人
と
な
っ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
に
佐
藤
が
中
国
を
訪
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら

五
年
後
、
二
十
七
年
七
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
間
漢
と
佐
藤
と
の
関
係
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に

そ
の
後
中
国
を
訪
れ
た
日
本
人
作
家
と
中
国
人
作
家
を
結
び
付
け
る

「
原
点
」
と
な
っ
た
。
二
人
の
関
係
を
も
と
に
、
向
時
代
日
本
人
作

家
と
し
て
は
じ
め
て
中
国
を
訪
れ
、
彼
地
の
「
新
文
学
」
者
と
接
触

し
た
の
は
村
松
橋
風
で
恥
列
。

村
松
檎
風
は
一
九
一
七
年
「
琴
姫
物
語
」
が
〈
中
央
公
権
〉
の
編

集
長
滝
田
樗
陰
に
認
め
ら
れ
、
当
時
〈
中
央
公
論
〉
「
説
苑
」
欄
の
常

連
執
筆
者
、
「
朝
萎
双
紙
」
な
ど
の
「
情
話
も
の
」
、
「
評
伝
も
の
」
の

作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
村
松
は
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
長

崎
丸
で
日
本
を
発
ち
、
五
月
下
旬
ま
で
上
海
を
中
心
に
滞
在
し
た
。

そ
の
旅
行
記
が
「
不
思
議
な
都
げ
上
海

ιハ
〈
中
央
公
論
v

ニ
十
三
年
八

月
号
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
単
行
本
『
魔
都
』
(
小
西
番
窟
二
十
四

年
〉
に
収
め
ら
れ
た
。
上
海
を
称
し
て
「
魔
都
」
と
名
付
け
た
の
が

こ
の
人
で
あ
る
。
村
松
は
こ
の
時
、
佐
藤
春
夫
が
田
漢
宛
に
書
い
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た
紹
介
状
を
持
っ
て
い
た
。
佐
藤
は
そ
の
辺
の
事
清
を
小
説
「
人
間
何

事
」
〈
『
風
雲
』
四
十
一
年
八
月
宝
文
館
所
収
〉
の
中
で
、
「
帰
国
し
て

後
も
回
は
時
お
り
才
気
の
溢
れ
た
手
紙
を
く
れ
た
。
け
れ
ど
も
筆
無

精
な
私
は
悪
い
と
思
い
な
が
ら
一
べ
ん
も
返
事
を
し
な
か
っ
た
。
そ

れ
だ
の
に
村
松
が
上
海
に
遊
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
持
、
私
に
誰
か
紹
介

し
ろ
と
い
う
の
で
私
は
留
を
紹
介
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。

村
松
が
中
箆
旅
行
を
思
い
立
っ
た
の
は
二
十
一
年
に
中
国
を
旅
し

た
芥
川
龍
之
介
に
刺
激
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
同
時
に
村
松
が
作
家

〈

5
〉

と
し
て
新
境
地
を
開
き
た
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
村
松

が
佐
藤
の
紹
介
状
を
持
っ
て
「
支
那
の
新
ら
し
い
青
年
文
士
」
由
漢

を
「
中
華
護
局
編
輯
局
」
に
訪
ね
た
の
は
、
村
松
が
ま
だ
西
華
徳
路

の
日
本
旅
館
山
登
陽
館
に
泊
ま
っ
て
い
た
時
と
い
う
か
ら
、
四
月
上
旬

の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。
村
松
と
田
漢
は
会
う
と
た
ち
ま
ち
意
気
投
合

し
、
国
漢
の
家
に
案
内
さ
れ
た
。
そ
の
後
村
松
は
田
漢
の
家
に
招
待

さ
れ
湖
南
料
理
を
馳
走
に
な
り
、
郭
沫
若
、
成
仇
吾
、
少
年
中
国
学

会
会
員
の
宗
自
筆
等
に
会
っ
て
い
る
。
村
松
は
こ
の
日
「
近
い
で
す

か
ら
」
と
郭
沫
若
の
家
に
も
呼
ば
れ
た
。
郭
沫
若
は
の
ち
に
日
本
に

ハ
6
)

亡
命
し
た
折
、
村
松
を
訪
ね
、
住
い
の
世
話
を
頼
ん
で
い
る
が
、
郭

沫
若
と
村
松
の
そ
う
し
た
関
係
は
こ
の
時
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
村
松
は
こ
の
「
二
三
日
後
」
四
川
料
理
活
「
美
麗
」
に
招
待

さ
れ
、
国
漢
、
郭
沫
若
、
成
仇
五
同
に
郁
達
夫
も
交
え
翰
快
な
と
き
を

過
ご
し
た
。

作
家
村
松
に
と
っ
て
中
国
行
は
「
完
全
以
上
に
成
功
」
だ
っ
た
。

村
松
は
こ
の
後
も
毎
年
の
よ
う
に
中
患
を
訪
れ
、
「
情
話
も
の
」
「
評

伝
も
の
」
に
加
え
「
支
那
も
の
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
一
連
の
作
品
、

旅
行
記
を
書
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

(
一
一
〉

そ
れ
か
ら
三
年
後
、
谷
崎
潤
一
郎
が
中
国
を
訪
れ
た
。
谷
崎
は
二

十
六
年
一
月
上
海
を
訪
れ
、
二
月
十
九
日
ま
で
上
海
に
滞
在
し
た
。

そ
の
旅
行
記
が
「
上
海
交
遊
一
記
」
(
〈
女
性
〉
二
十
六
年
五
、
六
、
入
月
号
〉
、

「
上
海
見
開
録
」
(
〈
文
芸
春
秋
〉
二
十
六
年
五
月
号
〉
で
か
け
似
o

谷
崎
は
、
本
来
な
ら
佐
藤
春
夫
の
紹
介
状
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
だ
が
当
時
谷
崎
と
佐
藤
は
、
谷
崎
の
妻
を
め
ぐ
る
問
題
で

二
十
一
年
三
月
か
ら
絶
交
状
態
に
あ
り
、
谷
崎
は
佐
藤
を
頼
む
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
。
旅
行
の
世
話
を
し
た
の
は
谷
崎
の
友
人
で
当

時
一
一
奔
銀
行
上
海
支
広
長
を
し
て
い
た
土
屋
計
左
右
で
あ
(
列
。
「
上

海
交
遊
記
」
に
出
て
く
る
「
出
友
の

T
氏
」
が
土
産
で
あ
る
。

紹
介
状
を
も
っ
て
い
な
い
谷
崎
が
中
国
の
新
文
学
者
と
接
触
で
き

た
経
緯
は
こ
う
で
あ
る
。

谷
崎
は
上
海
に
着
い
て
ま
も
な
く
、
土
屋
が
谷
崎
の
た
め
に
功
徳

林
で
開
い
た
宴
席
に
招
か
れ
た
。
参
会
者
は
「
一
ニ
井
銀
行
並
び
に
物
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産
の
校
長
」
そ
の
他
土
震
が
懇
意
に
し
て
い
た
人
々
十
数
人
だ
っ

た
。
谷
崎
は
そ
の
席
で
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
宮
崎
君
」
か
ら
「
現
在
の

支
那
に
は
青
年
文
士
芸
術
家
の
新
し
い
運
動
が
起
こ
り
つ
つ
あ
っ

て
、
日
本
の
小
説
や
戯
曲
な
ど
、
自
欲
し
い
も
の
は
大
概
彼
等
の
手

に
依
っ
て
支
那
誌
に
-
訳
さ
れ
て
い
る
」
「
嘘
だ
と
思
う
な
ら
内
山
書

広
へ
行
っ
て
聞
い
て
御
覧
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
て
驚
い
た
。
谷
崎
は

十
八
年
に
も
中
国
旅
行
を
し
て
い
て
、
中
国
の
「
新
し
い
文
士
創
作

家
」
に
会
い
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
果
た
せ
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
谷
崎
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
日
本
の
文
学
が

紹
介
さ
れ
て
い
よ
う
と
は
ま
っ
た
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
谷
崎

は
こ
の
後
「
M
君
」
、
す
な
わ
ち
大
阪
毎
日
新
開
の
上
海
支
局
員
村
田

孜
部
の
案
内
で
上
海
内
山
蓄
広
を
訪
ね
た
。

内
山
世
帯
広
は
一
九
一
七
年
大
学
目
薬
参
天
堂
の
販
売
員
と
し
て
行

商
に
出
る
こ
と
の
多
か
っ
た
完
造
の
妻
、
美
蓄
の
内
職
と
し
て
は
じ

め
ら
れ
た
。
間
関
広
当
時
は
貌
盛
患
の
自
宅
玄
関
先
を
利
用
し
て
キ
リ

ス
ト
教
関
係
の
書
籍
を
扱
う
さ
さ
や
か
な
も
の
だ
っ
た
が
、
分
け
照

て
な
い
貸
し
売
り
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
中
国
人
顧
客
の
信
頼
を
得
、

二
十
四
年
自
宅
向
か
い
の
空
き
家
を
買
い
入
れ
独
立
し
た
書
応
を
営

む
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
内
山
は
谷
崎
の
申
し
出
を
快
く
承
知
し
、

中
層
側
で
も
谷
崎
の
来
訪
を
新
開
で
知
り
、
会
い
た
が
っ
て
い
る
人

が
多
い
と
い
っ
て
、
一
一
回
内
山
室
田
沼
の
二
階
で
「
顔
つ
な
ぎ
の
会
」

を
開
聞
い
て
く
れ
た
。
そ
の
日
集
ま
っ
た
人
々
は
中
国
側
が
回
漢
、
郭

沫
若
、
欧
陽
予
倍
、
謝
六
逸
、
方
光
一
熱
、
徐
蔚
南
、
唐
越
石
、
日
本

人
で
は
村
田
孜
郎
、
宮
崎
儀
平
、
支
部
劇
研
究
会
の
塚
本
助
太
郎
、

升
屋
治
三
郎
等
で
あ
る
。
先
の
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
宮
崎
君
」
が
宮
崎

儀
平
で
あ
る
。

こ
の
メ

γ
バ
ー
は
谷
崎
の
訪
中
か
ら
約
一
ヶ
月
後
、
二
十
六
年
四

月
に
谷
椅
、
秋
田
義
一
の
紹
介
状
を
持
っ
て
中
国
を
訪
れ
、
谷
崎
と

同
じ
よ
う
に
内
山
書
活
で
「
顔
つ
な
、
ぎ
の
会
」
を
開
い
て
も
ら
っ
た

金
子
光
晴
の
持
と
基
本
的
に
変
わ
り
が
な
い
。
金
子
の
持
に
は
郭
抹

若
は
三
月
に
郁
達
夫
等
と
広
東
に
行
き
、
認
六
逸
は
病
気
で
出
席
で

き
な
か
っ
た
も
の
の
、
中
霞
側
か
ら
は
田
漢
、
欧
陽
子
倍
、
方
光
察
、

画
家
の
陳
抱
一
夫
妻
等
が
出
席
い
問
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
当
時
内
山

窪
田
広
に
出
入
り
し
て
い
た
「
常
連
」
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
当
時
内
山
が
関
与
し

て
い
た
「
支
那
劇
研
究
会
」
の
中
国
側
、
関
係
者
で
も
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

支
那
劇
研
究
会
は
関
係
者
で
あ
る
塚
本
助
太
郎
の
回
想
、
内
山
完

造
の
「
古
雑
誌
か
ら
」

Q
上
海
汗
一
割
問
』
華
中
鉄
道
株
式
会
社
四
十
四
年

三
月
所
収
〉
な
ど
に
詳
弘
司
o

そ
れ
に
よ
る
と
、
支
悲
劇
研
究
会
は

塚
本
や
内
山
が
関
係
し
て
い
た
上
海
日
本
人
Y
M
C
A
の
文
化
活
動

の
一
環
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
「
支
那
劇
研
究
会
章
程
」
が
定
め
ら
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れ
た
の
は
「
大
正
十
二
年
十
二
月
十
四
日
」
で
あ
る
。
開
会
は
お
そ

ら
く
こ
の
頃
に
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
心
的
メ
ン
バ
ー
は
塚
本
助

太
郎
、
菅
原
英
太
郎
(
筆
名
、
升
麗
治
三
郎
〉
、
竹
内
良
男
の
三
人
で
塚

本
は
北
京
で
辻
聴
花
の
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
竹
内
は
「
験

強
巴
の
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
支
那
劇
研
究
会
は
「
同

人
」
「
会
員
」
「
会
友
」
か
ら
な
っ
て
い
た
。
「
章
程
」
に
は
、
「
同
人
」

と
は
向
人
費
を
約
め
「
本
会
の
諸
事
業
」
に
参
加
す
る
「
基
本
メ
ン

バ
ー
」
、
「
会
員
」
と
は
「
同
人
」
が
主
催
し
た
講
演
会
、
観
制
脱
会
な

ど
に
当
日
会
費
を
払
っ
て
参
加
す
る
だ
け
の
人
、
「
会
友
」
と
は
「
本

会
を
援
助
し
又
は
本
会
と
特
種
の
関
係
に
あ
る
人
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
支
那
麟
研
究
会
に
関
与
し
た
中
思
側
の
人
々
は

「
同
人
」
あ
る
い
は
「
会
友
」
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

内
山
の
「
古
雑
誌
か
ら
」
に
は
、
同
会
の
機
関
誌
〈
支
郡
勝
研
究
〉

の
創
刊
号
(
二
十
四
年
九
月
)
か
ら
第
五
輯
ハ
二
十
五
年
十
月
〉
ま
で
の

(日〉

「
目
録
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
中
間
側
の
関
係
者
は
こ
の
「
目
録
2

一

か
ら
割
り
出
せ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
支
那
劇
研
究
会
に
は
、
謝
六

逸
、
欧
陽
子
倍
、
唐
越
石
等
が
参
加
し
て
い
た
ら
し
い
。
田
漢
が
い

っ
頃
か
ら
内
山
護
活
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
た
だ
田
漢
が
二
十
六
年
四
月
村
松
檎
風
に
宛
て
た
書
簡

「
上
海
通
信
」
(
〈
騒
人
〉
第
一
巻
第
一
ニ
期
二
十
六
年
六
月
)
を
み
る
と
、

岡
山
漢
は
二
十
六
年
一
月
支
那
劇
研
究
会
の
例
会
に
呼
ば
れ
講
演
し
て

い
る
。
「
上
海
通
信
」
に
は
「
支
那
劇
研
究
会
の
同
人
が
今
年
一
月

の
例
会
に
僕
を
招
待
し
て
何
か
演
説
を
や
り
ま
し
た
が
、
晩
餐
会
が

済
ん
で
か
ら
竹
内
、
菅
原
の
諸
兄
は
一
つ
上
海
の
日
本
カ
フ
エ
ー
荒

し
を
や
ら
う
じ
ゃ
な
い
か
と
去
っ
て

g
r
亡。口、

grω
ロロロ

mz

を
始
め
も
う
一
ツ
何
と
か
云
ふ
小
さ
な
瑚
珠
館
を
も
訪
問
し
ま
し

た
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
田
漢
は
こ
の
頃
に
は
も
う
支
那
劇
研
究

会
の
「
同
人
」
な
い
し
「
会
友
」
的
存
在
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
魯
迅

も
加
わ
り
内
山
完
造
が
主
催
し
た
「
文
芸
漫
談
会
」
は
支
那
劇
研
究

ハ
ロ
〉

会
を
「
も
っ
と
多
方
面
に
広
げ
た
よ
う
な
性
格
の
会
」
と
い
わ
れ
る
。

田
漢
は
こ
の
特
に
も
内
山
書
誌
に
関
わ
る
一
人
と
し
て
会
に
出
席
し

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
田
漢
は
、
佐
藤
春
夫
と
の
個
人
的
な
関
係
を

ベ
ー
ス
に
、
内
山
蓄
広
が
日
中
文
化
人
交
流
の
「
サ
ロ
ン
」
と
な
る

前
か
ら
同
時
代
日
本
人
作
家
と
行
き
来
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
内

山
蓄
広
が
「
サ
ロ
ン
」
と
な
り
、
日
中
近
代
文
学
の
交
流
の
「
窓
口
」

と
な
っ
た
後
も
、
常
に
そ
の
交
流
の
前
面
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ

る。
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〈
一
ニ
)

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
田
漢
は
一
九
二
七
年
六
月
「
南
京
国
民

党
政
府
総
政
治
部
宣
伝
処
芸
術
科
顧
問
電
影
投
長
」
の
肩
書
き
で
、

も
と
南
京
政
府
の
軍
人
だ
っ
た
と
い
う
雷
震
天
鳴
と
共
に
来
日
し



た
。
来
日
の
目
的
は
映
画
撮
影
に
要
す
る
技
師
、
器
材
確
保
の
た
め

と
い
わ
れ
て
い
る
。
田
漢
が
帰
霞
後
に
書
い
た
「
日
本
印
象
記
」

(
〈
良
友
〉
回
報
第
十
九
期
二
十
七
年
九
月
)
に
よ
る
と
、
田
漢
は
こ

の
時
切
符
の
手
配
な
ど
す
べ
て
を
内
山
番
活
に
頼
み
、
内
山
を
介
し

て
事
前
に
電
報
で
谷
崎
と
村
松
に
訪
日
の
こ
と
を
伝
え
た
。
谷
崎
は

当
時
「
神
戸
市
外
販
急
岡
本
」
に
住
ん
で
い
た
。
谷
崎
は
そ
の
時
改

造
社
の
仕
事
で
上
京
し
、
佐
藤
春
夫
の
家
に
宿
泊
し
て
い
た
が
、
留

守
宅
か
ら
田
漢
来
日
と
の
知
ら
せ
を
受
け
、
急
ぎ
神
戸
に
一
戻
っ
た
。

佐
藤
と
谷
崎
は
二
十
六
年
六
月
に
絶
ホ
〈
状
態
を
解
消
、
再
び
「
友
情
」

を
取
り
戻
し
て
い
た
。
田
漢
は
二
十
二
日
に
神
戸
に
到
着
、
谷
崎
の

家
に
逗
留
し
京
都
な
ど
を
見
物
し
た
後
、
二
十
六
日
に
上
京
、
二
十

九
日
ま
で
東
京
に
滞
在
し
た
。
東
京
滞
在
中
の
足
取
は
、
回
漢
「
我

例
的
自
己
批
判
」
(
〈
南
国
月
刊
〉
第
二
巻
第
一
期
三
十
年
)
に
引
か
れ

ハ日〉

て
い
る
「
日
記
」
、
佐
藤
春
夫
が
田
漢
来
日
に
取
材
し
て
書
い
た
小

説
「
人
間
判
事
」
(
前
出
〉
な
ど
に
詳
し
い
。
い
ま
そ
れ
を
ま
と
め
て
み

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

六
月
二
十
六
日
朝
九
時
半
に
東
京
着
。
佐
藤
春
夫
、
村
松
檎
風
、

〈
文
芸
戦
線
〉
派
の
里
村
欣
一
一
一
、
葉
山
嘉
樹
等
が
東
京
駅
に
出
迎
え

る
。
新
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
佐
藤
邸
に
向
か
う
。
そ
の
後
佐
藤
夫

妻
、
娘
み
よ
子
、
村
松
等
と
多
摩
川
に
遊
び
、
夜
、
村
松
と
騒
人
一
社

を
訪
ね
山
水
楼
で
夕
食
、
九
時
前
に
佐
藤
宅
に
帰
る
。

二
十
七
日
朝
八
時
に
〈
文
芸
戦
線
〉
派
の
人
が
迎
え
に
き
て
同

派
の
劇
団
前
衛
座
の
舞
台
稽
古
を
見
る
予
定
だ
っ
た
が
流
れ
る
。
昼

に
山
水
楼
で
村
松
と
待
ち
合
わ
せ
、
佐
藤
も
同
行
し
て
会
食
。
村
松

の
手
配
で
〈
読
売
新
聞
〉
写
真
撮
影
。
山
水
楼
庖
主
宮
田
武
義
の
頼

み
で
揮
議
。
そ
の
後
佐
藤
、
村
松
と
改
造
社
に
行
き
、
社
長
山
本
実

彦
と
会
う
。
山
本
、
翌
日
宴
席
を
は
り
回
漢
を
招
待
し
た
い
と
申
し

出
る
。
改
造
社
で
偶
然
、
野
口
米
次
郎
と
会
う
。
そ
の
後
報
知
新
聞

社
、
朝
S
新
聞
社
を
訪
問
。
佐
藤
は
雑
誌
〈
新
潮
〉
の
合
評
会
に
出

席
、
そ
こ
で
芥
川
龍
之
介
と
会
い
翌
日
の
宴
に
芥
川
を
誘
う
。
田
漢

は
村
松
の
案
内
で
築
地
小
劇
場
に
行
き
、
前
衛
座
の
ア
プ
ト
ン
・
シ

γ
ク
レ
ア
原
作
「
プ
リ
ン
ス
・
ハ
ー
ゲ
ン
」
を
観
る
。
会
場
で
秋
田

雨
雀
、
藤
森
成
士
口
、
高
田
保
、
里
村
欣
三
等
と
出
会
う
。

二
十
八
日
田
漢
「
朝
早
い
う
ち
か
ら
〈
文
芸
戦
線
〉
の
同
人
の

ひ
と
り
が
来
て
」
一
緒
に
出
か
け
る
。
中
河
与
一
宅
訪
問
、
そ
こ
で

偶
然
古
屋
信
子
と
会
う
。
〈
文
芸
戦
線
〉
派
の
人
々
と
会
い
、
「
南
京

行
」
の
事
情
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
議
論
。
秋
田
雨
雀
宅
訪
問
。
金
子
光

晴
宅
を
訪
問
、
金
子
夫
妻
を
菊
池
寛
主
催
の
田
漢
歓
迎
会
に
誘
う
。

銀
座
か
伝
通
院
で
関
か
れ
た
菊
池
寛
主
催
の
回
漢
歓
迎
会
に
出
席
。

出
席
者
菊
池
寛
、
横
光
利
一
、
川
端
康
成
、
片
岡
鉄
兵
、
佐
々
木
茂

策
、
十
一
谷
義
三
郎
、
金
子
光
晴
夫
妻
等
。
向
日
か
つ
て
妻
易
激
職
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と
住
ん
だ
高
田
馬
場
諏
訪
神
社
側
の
「
月
印
精
舎
」
を
訪
ね
、
以
前

世
話
を
し
て
く
れ
た
「
辻
夫
妻
」
と
会
う
。
夜
、
改
造
社
の
山
本
が

主
催
し
た
宴
席
に
出
席
。
芥
川
、
村
松
、
佐
藤
、
山
本
等
が
出
席
。

二
十
九
日
山
水
楼
で
武
者
小
路
実
篤
、
村
松
橋
尻
、
佐
藤
春
夫
、

秋
田
義
一
等
と
会
食
。
武
者
小
路
か
ら
彼
の
個
人
雑
誌
〈
大
調
和
〉

の
「
亜
細
亜
号
」
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
。
そ
の
後
コ
ニ
共
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
」
の
「
エ
ン
プ
レ
ス
」
で
関
か
れ
た
高
田
保
の
渡
欧
送
別

会
に
出
席
。
「
九
時
二
十
分
の
汽
車
に
乗
る
筈
だ
の
に
、
田
は
八
時

に
な
る
の
に
帰
ら
な
か
っ
た
」
。
夜
、
佐
藤
の
見
送
り
を
受
け
大
阪

に
。
大
阪
で
一
週
間
ほ
ど
谷
崎
の
家
に
泊
ま
り
、
そ
の
後
帰
国
。

こ
の
よ
う
に
回
漢
は
、
わ
ず
か
四
日
間
の
東
京
滞
在
中
に
こ
れ
だ

け
多
く
の
日
本
人
作
家
と
会
っ
た
。
こ
れ
は
田
漢
だ
か
ら
で
き
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
そ
れ
ま
で
の
田
漢
と
碍
時
代
毘
本
人
作
家

と
の
往
来
が
そ
の
ま
ま
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
以
下
、

私
は
こ
れ
ま
で
触
れ
得
な
か
っ
た
田
漢
と
同
時
代
日
本
人
作
家
の
関

わ
り
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
、
小
論
の
締
め
く
く
り
と

し
た
い
。

国
漢
の
こ
の
度
の
来
日
は
、
田
漢
が
五
月
に
南
京
政
府
に
入
り
、

「
南
京
庖
民
党
政
府
総
政
治
部
宣
伝
処
芸
術
科
顧
問
電
影
股
長
」
の

肩
書
き
で
来
日
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
側
に
も
「
波
紋
」
を
巻

起
こ
し
た
。
と
り
わ
け
〈
文
芸
戦
線
〉
の
人
々
の
驚
き
は
大
き
か
っ

た
。
二
十
六
日
東
京
駅
に
ハ
文
芸
戦
線
〉
派
の
人
々
が
出
迎
え
た
の

は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
の
四
月

〈
文
芸
戦
線
〉
の
里
村
欣
三
と
小
牧
近
江
が
汎
太
平
洋
反
帝
会
議
に

出
席
す
る
た
め
四
・
一
ご
グ

i
デ
タ
1
後
の
上
海
に
渡
り
、
政
情
不

安
定
の
た
め
会
議
が
中
止
と
な
っ
た
後
、
か
わ
り
に
「
支
那
の
無
産

派
文
学
者
」
に
会
う
こ
と
を
計
画
、
好
余
曲
折
を
ヘ
た
後
、
郁
達
夫
、

田
漢
等
と
接
触
・
交
流
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
里
村
と
小
牧
は
そ
れ

を
「
上
海
通
信
」
の
か
た
ち
で
「
青
天
白
日
の
密
へ
」
(
〈
文
芸
戦
線
〉

二
十
七
年
六
月
号
〉
に
ま
と
め
、
四
・
一
二
グ

I
デ
タ
l
後
の
上
海
の

情
況
を
生
き
生
き
と
国
内
に
伝
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
〈
文
芸
戦

線
〉
六
月
号
は
巻
頭
に
郁
達
夫
が
彼
ら
の
た
め
に
書
い
た
「
訴
日
本
一

無
産
階
級
同
志
」
を
配
し
、
続
い
て
一
郭
沫
若
、
郁
達
夫
、
魯
迅
等
八

名
が
署
名
し
た
「
中
国
文
学
者
の
英
国
知
識
階
級
及
び
一
般
の
民
衆

に
対
す
る
宣
言
」
を
掲
載
、
三
月
十
大
白
呂
の
国
へ
」
の
他
に
佐
野
袈
裟

塾
大
「
支
那
国
民
革
命
の
危
機
」
、
里
村
・
小
牧
等
の
「
新
軍
閥
蒋
介
石

の
立
体
0
・
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
里
村
、
小
牧
は
そ
こ
で
「
か
く
し

て
張
作
震
で
な
い
蒋
介
若
は
支
那
の
反
帝
国
主
義
革
命
を
ま
ん
ま
と

列
国
帝
爵
主
義
に
売
っ
た
の
で
あ
る
!
が
、
支
那
の
プ
ロ
レ
タ
ジ
ア

革
命
は
そ
の
ま
ま
泣
き
寝
入
り
に
な
る
も
の
で
な
い
」
と
い
い
、
「
我

等
の
先
輩
で
あ
る
支
那
革
命
を
支
持
せ
よ
!
」
(
「
新
軍
関
践
的
介
石
の
正
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体
?
」
〉
ど
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
は
上
海
で
の
寄
せ
書
き
に
「
全
世
界

無
産
階
級
文
学
此
連
合
起
来
!
・
」
と
記
し
た
回
漢
、
郁
達
夫
等
に
対

し
、
彼
ら
な
り
に
応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
小
牧
は
ま
た
田
漢

と
の
約
束
に
応
じ
「
田
漢
君
の
新
快
画
」
(
〈
都
新
聞
〉
五
月
十
七
日
l

十
九
日
〉
で
、
当
時
間
漢
が
制
作
中
だ
っ
た
映
画
「
到
民
間
去
」
を
紹

介
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
そ
の
回
漢
が
蒋
介
石
の
南

京
政
府
に
入
り
、
「
南
京
国
民
党
政
府
総
政
治
部
宣
伝
処
芸
術
科
顧

問
電
影
股
長
」
と
し
て
来
自
し
た
の
で
あ
る
。
里
村
、
小
牧
を
は
じ

め
と
す
る
〈
文
芸
戦
線
〉
派
の
人
々
に
と
っ
て
こ
れ
は
何
と
し
て
も

究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
二
十
八
日
の
〈
文
芸

戦
線
〉
派
と
の
話
し
合
い
は
こ
の
間
題
を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
で
あ

る
。
国
漢
の
再
来
自
は
こ
う
し
た
問
題
を
苧
ん
で
い
た
。
佐
藤
の
小

説
「
人
拐
事
」
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
う
し
た
事
情
に
触
れ
て
い

る
。
佐
藤
は
そ
こ
で
田
漢
が
南
京
に
行
っ
た
理
由
を
、
田
漢
の
妻
易

激
稔
の
死
と
そ
の
父
易
梅
閣
の
暗
殺
に
か
ら
め
て
描
き
、
田
漢
と

〈
文
芸
戦
線
〉
派
が
「
衝
突
」
し
た
原
因
に
つ
い
て
も
、
田
漢
が
本
来

な
ら
〈
文
芸
戦
線
〉
派
が
用
意
し
た
宿
に
泊
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
を
そ

の
年
に
新
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
作
家
」
佐
藤
の
家
に

治
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
か
の
よ
う
に
描
い
た
。
こ
れ
が
〈
文
芸
戦

線
〉
の
人
予
を
刺
激
し
、
小
堀
甚
二
「
佐
藤
春
夫
と
田
漢
君
」
(
〈
文

芸
戦
線
〉
十
二
月
号
〉
の
一
文
と
な
っ
た
。
そ
し
て
団
漢
は
と
い
う
と
、

先
の
「
我
例
的
自
己
批
判
」
の
中
で
、
佐
藤
の
「
人
間
事
」
の
た
め

に
の
ち
に
「
私
が
受
け
た
迷
惑
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
」
、
村
松
が

「
方
向
転
換
」
と
い
い
、
〈
文
芸
戦
線
〉
の
前
田
河
広
一
郎
が
「
反
動
」

と
誹
っ
て
い
た
た
め
に
二
十
八
日
秋
田
雨
雀
か
ら
ソ
連
行
き
を
誘
わ

れ
で
も
返
事
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
書
い
て
い
る
。
田
漢
が
こ
の
時

な
ぜ
南
京
政
府
に
入
っ
た
か
、
そ
れ
は
国
漢
研
究
と
し
て
か
な
り
重

要
な
問
題
を
苧
ん
で
い
る
の
だ
が
、
い
ま
こ
こ
で
そ
れ
に
立
ち
入
る

だ
け
の
余
裕
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
稿
を
改
品
切
つ
も

り
な
の
で
、
こ
こ
で
は
上
記
の
記
述
だ
け
に
止
め
て
お
き
た
い
。

二
十
七
自
国
漢
は
佐
藤
等
と
改
造
社
を
訪
ね
た
。
こ
れ
は
二
十
六

年
七
月
〈
改
造
〉
「
夏
期
増
刊
現
代
支
那
号
」
に
自
身
の
作
品
が
収
録

さ
れ
た
お
礼
で
あ
る
。
国
漢
は
こ
こ
に
戯
曲
「
午
飯
の
前
」
を
日
本

語
で
発
表
し
た
。

田
漢
と
秋
田
雨
雀
が
出
会
っ
た
時
の
こ
と
は
、
田
漢
の
自
記
『
蓄

額
之
路
』
(
前
出
〉
二
十
一
年
十
月
十
一
日
の
項
に
出
て
く
る
。
田
漢

は
そ
こ
で
秋
田
の
「
霞
境
の
夜
」
を
読
ん
だ
感
想
な
ど
を
一
記
し
た
後
、

「
秋
田
氏
は
数
年
前
島
村
、
松
井
の
芸
術
座
全
盛
時
代
か
ら
そ
の
名

を
知
っ
て
い
た
が
、
今
年
の
夏
休
み
コ
ス
モ
倶
楽
部
が
第
一
回
講
演

会
を
開
い
た
時
、
講
演
者
控
え
室
で
は
じ
め
て
会
っ
た
」
と
書
い
て

い
る
。
二
十
八
日
田
漢
が
訪
ね
た
持
、
秋
田
ほ
永
年
の
夢
だ
っ
た
ソ

グ
ィ
エ
ト
旅
行
に
出
る
直
前
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
な
が
ら
回
漢
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の
間
行
を
求
め
た
。
回
漢
が
い
う
同
行
で
き
な
か
っ
た
事
情
と
は
先

に
見
た
通
り
で
あ
る
。

自
漢
と
菊
池
寛
の
関
係
も
田
漢
の
日
本
留
学
時
代
に
遡
る
。
国
漢

「
レ
ポ
利
格
里
博
士
的
私
室
」
(
『
田
漢
散
文
集
』
上
海
陸
文
間
三
十
六
年

所
収
〉
に
よ
る
と
、
回
漢
は
ド
イ
ツ
表
現
主
義
の
作
品
を
映
画
「
カ

リ
ガ
リ
博
士
」
の
他
に
い
ま
一
つ
見
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
「
舞
台

で
の
成
功
」
を
示
す
沢
田
正
二
郎
の
「
カ
レ

i
の
市
民
」
で
あ
る
。

彼
は
そ
れ
を
方
光
熱
と
「
新
富
康
」
で
見
た
と
い
う
。
い
ま
そ
れ
を

当
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
も
と
に
明
治
・
大
正
の
新
劇
運
動
を

掘
り
起
こ
し
た
田
中
栄
三
の
『
明
治
大
正
新
劇
史
資
料
』
(
演
劇
出
版

社
六
十
四
年
十
ニ
月
)
と
付
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
「
カ
レ
!
の
市

民
」
は
「
ド
イ
ツ
表
現
派
ゲ
オ
ル
グ
・
カ
イ
ゼ
ル
作
」
と
い
う
ふ
れ

込
み
で
菊
池
寛
「
父
帰
る
」
、
通
俗
劇
「
画
定
忠
治
」
と
一
緒
に
二

十
一
年
六
月
五
日
か
ら
明
治
座
で
上
演
さ
れ
た
。
出
漢
が
菊
池
寛
の

「
父
帰
る
」
を
見
た
と
い
う
の
も
お
そ
ら
く
こ
の
時
で
あ
ろ
(
問
。
田

漢
は
こ
の
後
『
菊
池
寛
戯
曲
集
』
を
入
手
し
、
「
海
の
勇
者
!
一
、
「
屋
上

の
狂
人
」
な
ど
を
少
年
中
留
学
会
の
機
関
誌
〈
少
年
中
罰
〉
に
翻
訳

し
、
二
十
四
年
に
は
そ
れ
ら
を
『
日
本
現
代
劇
選
第
一
集
・
菊
池
寛

劇
選
』
(
中
華
護
局
二
十
四
年
十
二
月
〉
に
ま
と
め
た
。
白
漢
は
「
父

帰
る
」
を
見
た
領
、
有
楽
座
で
関
か
れ
た
大
講
演
会
に
行
き
菊
池
寛

の
講
演
を
開
い
た
と
い
う
が
、
二
人
に
個
人
的
往
来
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。

同
じ
日
、
田
漢
は
中
海
与
一
の
家
を
訪
ね
て
い
る
、
中
河
と
田
漢

の
関
係
は
、
二
十
六
年
八
月
中
河
が
上
海
、
蘇
州
、
南
京
、
杭
州
な

ど
を
旅
し
た
持
に
出
来
た
。
そ
の
旅
行
記
が
「
上
海
瞥
見
」
(
〈
文
芸
春

秋
〉
第
四
巻
第
十
期
二
十
六
年
十
月
)
、
「
上
海
熱
心
(
〈
騒
人
v

ニ
十
七
年

四
月
号
)
で
あ
る
。
中
河
は
「
上
海
熱
」
の
中
で
、
中
国
旅
行
の
動
機

を
、
「
私
は
碧
梧
橋
氏
や
芥
川
氏
や
村
松
氏
の
支
那
紀
行
を
読
ん
で

か
ら
随
分
と
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
去
年
春
、

谷
崎
潟
一
郎
氏
の
上
海
交
遊
記
な
る
も
の
を
一
瞥
す
る
に
及
ん
で
断

然
行
っ
て
み
る
事
に
決
め
た
。
で
向
こ
う
に
渡
る
前
に
佐
々
木
味
実

三
君
に
伴
わ
れ
て
村
松
檎
風
氏
を
お
訊
ね
し
た
。
そ
し
て
村
松
氏
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
在
意
を
受
け
た
の
だ
が
、
そ
の
時
に
は
支
那
の
新
進

作
家
田
漢
や
二
三
の
人
へ
の
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
同
席
の

田
中
貫
太
郎
氏
も
『
与
一
君
中
河
持
参
』
と
い
う
調
子
で
、
上
海
の

文
人
島
津
田
十
起
氏
や
井
上
紅
梅
氏
へ
の
紹
介
状
を
書
い
て
下
さ
っ

た
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
う
し
て
旅
立
っ
た
中
河
は
、
上
海
で
田
漢

た
ち
と
会
っ
た
。
中
河
は
「
上
海
瞥
見
」
の
中
で
、
「
そ
の
う
ち
に
私

は
俳
人
島
津
四
十
起
氏
に
逢
っ
た
。
南
国
電
影
劇
社
の
国
漢
、
顧
誤

閥
、
唐
塊
秋
、
唐
越
石
の
諸
君
に
逢
っ
た
。
支
那
劇
研
究
の
塚
本
菅

原
両
君
に
逢
っ
た
。
正
金
銀
行
の
萩
原
君
、
上
海
毎
日
の
霜
田
君
、

西
山
君
、
上
海
日
々
の
後
藤
和
夫
君
等
に
逢
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
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が
歓
迎
会
を
し
て
く
れ
た
り
、
方
々
へ
ひ
き
廻
し
て
く
れ
た
り
し

た
」
と
書
い
て
い
る
。
中
河
は
村
松
が
経
営
し
て
い
た
騒
入
社
の

ル
!
ト
で
中
国
に
行
っ
た
。
こ
の
ル

l
ト
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
田
漢
と
佐
藤
春
夫
の
関
係
か
ら
出
来
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
田
漢
と
武
者
小
路
実
篤
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。
二
十
九
日
田
漢
は
山
水
楼
で
武
者
小
路
実
篤
等
と
会
食
し

た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
実
篤
が
回
漢
に
彼
の
個
人
雑
誌

〈
大
調
和
〉
「
亜
細
亜
号
」
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

佐
藤
の
「
人
間
何
事
」
に
は
弓
何
し
ろ
、
こ
っ
ち
は
支
那
の
こ
と
な

ど
は
わ
け
て
何
も
知
ら
な
い
と
来
て
い
る
ん
だ
か
ら
』
彼
は
そ
ん
な

風
に
い
い
な
が
ら
、
彼
の
雑
誌
『
大
調
和
』
で
亜
細
亜
口
す
と
い
う
も

の
を
出
す
に
就
い
て
、
寄
稿
者
を
現
代
支
那
の
文
土
か
ら
選
ん
だ

り
、
ま
た
そ
れ
の
世
話
を
す
る
こ
と
を
田
に
頼
ん
だ
」
と
あ
る
。

〈
大
調
和
〉
寸
亜
細
亜
号
」
と
は
そ
の
年
の
十
月
に
出
た
〈
大
調
和
〉

「
亜
細
亜
文
化
研
究
号
」
の
こ
と
で
、
魯
迅
の
小
説
「
故
郷
」
、
余
上

況
「
中
国
演
劇
の
現
在
及
将
来
」
、
郭
沫
若
「
革
命
と
文
学
」
、
胡
適

「
菩
提
遠
藤
」
が
訳
出
さ
れ
た
。
こ
の
雑
誌
は
魯
迅
の
作
品
が
自
本

で
は
じ
め
て
翻
訳
さ
れ
た
ζ

と
で
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
訳
者
に
つ
い

て
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
雑
誌
の
刊
行
に
田
漢
が
何
ら
か
の

関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
錯
し
よ
う
。
と
は
い
え
、
そ

れ
以
上
の
解
明
は
ま
だ
進
ん
で
い
な
し
ν
。

以
上
、
駆
け
足
の
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
中
近
代
文
学
交
流
史
の

中
の
間
漢
、
自
漢
と
同
時
代
日
本
人
作
家
と
の
往
来
に
つ
い
て
見
て

き
た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
回
漢
は
、
内
山
書
広
が
日
中
近
代
文
学

交
流
の
「
サ
ロ
ン
」
と
な
る
前
か
ら
、
佐
藤
春
夫
と
の
錦
人
的
な
関

係
を
も
と
に
中
国
を
訪
れ
た
同
時
代
日
本
人
作
家
と
交
流
し
て
き

た
。
ま
た
内
山
書
活
が
そ
の
「
窓
口
」
と
な
っ
た
後
も
、
田
漢
は
交

流
の
第
一
線
に
立
っ
て
い
た
。
田
漢
と
中
国
を
訪
れ
た
同
時
代
日
本

人
作
家
と
の
往
来
は
、
そ
の
一
臓
の
広
さ
か
ら
い
っ
て
も
群
を
抜
い
て

い
る
。
二
十
七
年
十
月
魯
迅
が
上
海
に
居
を
定
め
た
。
内
山
書
窟
を

介
し
た
魯
迅
と
同
時
代
日
本
人
作
家
の
往
来
は
こ
こ
か
ら
は
じ
ま

る
。
魯
、
迅
の
場
合
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
田
漢
と
同
時
代
日
本

人
作
家
の
間
に
ど
ん
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ

は
あ
ら
た
め
て
検
証
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
出
漢
と
同
時

代
日
本
人
作
家
の
往
来
に
対
す
る
解
明
は
い
ま
よ
う
や
く
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
だ
「
点
」
で
あ
っ
て
「
線
」
で
は
な

い
。
小
論
で
せ
め
て
そ
の
事
実
だ
け
で
も
整
理
し
て
お
き
た
い
と
思

っ
た
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
。
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1
〉
な
お
小
論
は
近
く
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
出
版
予
定
の
資
料
集
『
田

漢
在
日
本
』
ハ
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
劉
平
氏
と
の
共
著
)
に
収

め
た
拙
稿
「
田
漢
与
日
本
i
i以
在
日
時
的
回
漢
及
其
与
日
本
作
家
釣
往



来
為
中
心
」
の
一
部
を
小
論
の
主
旨
に
基
づ
き
加
筆
、
訂
正
し
た
も
の
で

みのる
Q

〈
2
〉
「
佐
藤
春
夫
と
中
国
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
和
光
大
学
〈
人

文
学
部
紀
要
〉
第
十
七
号
〈
七
八
年
〉
所
載
の
共
同
討
論
「
佐
藤
泰
夫
と

中
国
」
(
の
ち
丸
山
昇
・
伊
藤
虎
丸
・
祖
父
江
昭
二
一
瀬
『
近
代
文
学
に
お
け

る
中
国
と
日
本
』
汲
古
書
院
八
十
六
年
に
再
録
〉
に
詳
し
い
。
二
十

年
近
く
も
前
の
も
の
だ
が
今
回
あ
ら
た
め
て
読
み
返
し
教
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
。

(
3
〉
門
佐
藤
春
夫
全
集
・
第
十
二
巻
』
(
講
談
社
七
十
年
三
月
〉
所
収

〈
4
〉
村
松
檎
風
と
中
国
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
村
松
橋
風
と
中
菌
i
j田

漢
と
村
松
、
村
松
の
中
間
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
を
中
心
に
」
(
一
橋
大
学

〈
一
橋
論
叢
〉
第
百
一
巻
第
三
号
八
九
年
)
年
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
村
松
梢
風
に
つ
い
て
は
村
松
咲
『
色
機
嫌
・
女
・
お
ん
な
、
ま
た
女

i
i村
松
檎
風
の
生
涯
』
(
彩
古
書
房
八
十
九
年
五
月
)
に
詳
し
い
。

(

5

)

村
松
橋
風
「
梢
風
物
語
」
(
『
現
代
作
家
伝
』
新
潮
社
五
十
一
ニ
年
五

月
所
収
〉
。
芥
川
龍
之
介
は
二
十
一
年
一
一
一
月
か
ら
七
月
ま
で
大
阪
毎
日

新
聞
の
海
外
視
察
員
と
し
て
中
闘
を
旅
し
た
。
そ
の
旅
行
記
が
「
上
海
遊

記
」
(
〈
大
阪
毎
日
〉
二
十
一
年
八
月
、
九
月
)
な
ど
で
、
の
ち
に
『
支
那

遊
記
』
ハ
二
十
五
年
十
一
月
〉
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
村
松
は
の
ち
に
書
評

「
芥
川
氏
の
『
支
那
遊
記
』
を
一
許
す
」
(
〈
騒
人
〉
創
刊
号
ニ
十
五
年
四
月
〉

を
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
出
色
の
『
支
那
遊
記
』
評
だ
と
思
う
。
な
お

芥
川
と
中
国
に
つ
い
て
は
視
父
江
昭
二
「
近
代
中
国
の
文
学
者
と
中
国

芥
川
龍
之
介
の
場
合
」
(
〈
中
国
研
究
〉
七
十
五
年
一
月
号
〉
な
ど
の
論
究

が
あ
る
。

(
6
〉
郭
沫
若
「
跨
説
得
東
海
」
(
『
郭
沫
若
全
集
・
第
十
三
巻
・
海
簿
集
』
人

民
文
学
出
版
社
九
十
二
年
九
月
所
収
〉
。

(

7

)

谷
崎
と
田
漢
等
の
交
流
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
と
し
て
、
丸
山
昇

『
上
海
物
語
』
(
集
英
社
八
十
七
年
十
月
〉
、
祖
父
江
昭
二
「
近
代
日
本
の

文
学
者
と
中
国

ω
谷
崎
潤
一
郎
の
場
合
」
(
〈
中
菌
研
究
〉
七
十
五
年
二

月
号
)
な
ど
が
あ
る
。

(

8

)

『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
(
中
央
公
論
社
六
七
年
〉
所
収
、
ニ
十
五
年

十
二
月
二
十
六
日
付
谷
崎
、
土
産
4

計
左
右
宛
書
簡
。
そ
こ
に
は
寸
多
分
年

内
に
(
大
晦
日
頃
〉
上
海
へ
遊
び
に
行
こ
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す
」
「
そ
れ

で
何
か
に
つ
け
、
大
兄
の
御
尽
力
を
仰
ぎ
度
、
最
初
回
五
日
は
宿
屋
住
ま

い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
宿
屋
は
日
本
旅
館
で
な
く
、
支
那
人

経
営
の
洋
風
ホ
テ
ル
が
望
ま
し
く
、
勝
手
な
が
ら
こ
れ
も
御
配
慮
を
煩
わ

し
度
存
じ
ま
す
」
と
あ
る
ひ

(
9
〉
金
子
光
晴
「
南
支
の
芸
術
界
」
(
〈
週
刊
朝
日
〉
二
十
六
年
十
一
月
、

『
金
子
光
靖
全
集
・
第
八
巻
』
中
央
公
論
社
七
十
七
年
所
収
〉
Q

な
お

金
子
光
靖
と
中
国
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
に
星
野
雪
雄
「
金
子
光
晴
と
魯

迅
」
(
中
国
文
芸
研
究
会
〈
野
草
〉
第
二
十
一
号
七
十
八
年
〉
な
ど
が
あ

る。

(

m

)

塚
本
助
太
郎
と
内
山
嘉
吉
の
対
談
「
老
板
と
魯
迅
さ
ん
の
患
い
出
」

(
『
魯
迅
の
思
い
出
』
社
会
思
想
社
七
十
九
年
九
月
所
収
〉
、
内
山
完
造

『
花
甲
録
』
(
岩
波
書
思
六
十
年
九
月
)
な
ど
。
な
お
本
文
に
引
い
た
内

山
の
「
古
雑
誌
か
ら
」
は
入
手
が
困
難
で
、
明
星
大
学
の
千
野
拓
政
氏
を
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煩
わ
し
、
千
野
氏
所
蔵
の
『
上
海
汗
語
』
か
ら
該
文
を
コ
ピ
ー
し
て
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。



(
江
〉
こ
の
「
呂
録
」
は
第
五
緯
の
「
終
り
」
に
あ
っ
た
「
各
号
の
目
次
」

か
ら
内
山
が
書
き
写
し
た
も
の
。
〈
支
那
劇
研
究
〉
は
散
逸
し
て
し
ま
っ

て
お
り
、
未
見
で
あ
る
。

(
臼
〉
内
山
完
造
「
文
芸
漫
談
会
の
思
出
」
(
『
魯
迅
の
患
い
出
』
前
出
所

収〉。

(
日
〉
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
東
京
滞
在
中
の
「
日
記
、
だ
が

こ
れ
は
な
ぜ
か
、
そ
の
月
が

2
ハ
月
」
で
は
な
く
「
七
月
」
と
な
っ
て
い

る
(
本
文
に
引
い
た
「
日
本
印
象
記
」
で
は
「
八
月
」
)
。
こ
れ
が
単
な
る

誤
植
で
は
な
い
こ
と
は
、
出
漢
が
本
文
で
も
「
我
走
七
月
三
十
一
日
離
日

本
的
」
と
書
い
て
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
「
自
記
」

は
自
身
の
南
京
行
を
説
明
す
る
た
め
に
引
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た

め
そ
れ
を
信
じ
、
田
漢
再
来
日
を
「
七
月
」
と
す
る
も
の
が
い
ま
で
も
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
が
「
六
月
」
で
あ
る
こ
と
は
当
時
の
新
開
記
事

「
回
漢
民
来
朝
す
」
(
〈
東
京
朝
日
新
聞
〉
二
十
七
年
六
月
二
十
三
日
)
な
ど

で
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
は
上
海
同
文
書
院
時
代
に

魯
迅
の
講
演
を
開
き
、
そ
の
思
い
出
な
ど
を
も
記
し
て
お
ら
れ
る
元
朝
日

新
聞
勤
務
の
笠
坊
乙
彦
氏
か
ら
ご
教
一
万
を
得
た
。
記
し
て
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
た
い
。

(
日
比
〉
里
村
・
小
牧
の
「
青
天
白
日
の
国
へ
」
、
田
漢
の
「
南
京
行
」
、
佐
藤

春
夫
と
郁
達
夫
、
佐
藤
の
「
ア
ジ
ア
の
子
」
(
『
風
雲
』
本
文
出
所
収
〉

に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
日
本
文
学
の
側
か
ら
三
十
年
代
前
半
と
後
半
の

日
本
近
代
文
学
の
情
況
を
対
比
し
日
本
文
学
の
問
題
点
に
言
及
し
た
も
の

と
し
て
は
、
祖
父
江
沼
ニ
「
日
本
文
学
に
お
け
る
一
九
三

0
年
代
i
i
i
ひ

と
つ
の
見
取
り
図
」
(
〈
文
学
〉
岩
波
書
庖
七
十
六
年
四
月
、
そ
の
後
部

題
を
「
い
ま
ひ
と
つ
の
見
取
り
図
」
と
改
め
円
近
代
日
本
文
学
へ
の
探
索
』

未
来
社
九
十
年
五
月
に
収
録
)
が
あ
る
。

〈
お
〉
田
漢
「
『
菊
池
寛
制
側
、
選
』
序
」
(
中
華
書
局

(
日
〉
注
(
日
〉
に
同
じ
。

二
十
四
年
十
二
月
三

(
埼
玉
大
学
〉
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